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年頭のごあいさつ
北信州森林組合
代表理事組合長　 清水　侃

あけましておめでとうございます

組合発展のため頑張ってまいります
代
表
理
事
組
合
長 

清

　水

　
　
　侃

副
組
合
長
理
事 

竹

　内

　義

　明

総
務
委
員
長 

平

　田

　幸

　男

業
務
委
員
長 

藤

　澤

　敏

　孝

総
務
副
委
員
長 

吉

　池

　茂

　敏

業
務
副
委
員
長 

丸

　山

　隆

　久

総

　務

　委

　員 

丸

　山

　松

　良

　
　
　〃
　
　

 

関

　
　
　保

　典

　
　
　〃
　
　

 

瀧

　澤

　俊

　實

業

　務

　委

　員 

小

　嶋

　秀

　治

　
　
　〃
　
　

 

佐

　藤

　次

　雄

　
　
　〃
　
　

 

森

　
　
　和

　樹

代

　表

　監

　事 

高

　坂

　亀
美
雄

監

　
　
　
　
　事 

西

　方

　俊

　也

職

　員

　一
　同

組合員の皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
昨年は、国内では東京五輪・パラリンピックが、ほぼ無観客での開催となり、また、菅政権に代わって岸田政権が誕生、
海外では、9.11 同時多発テロから20 年、米軍のアフガン撤退などの大きなニュースが続きました。
新型コロナウイルス関連では、10月の緊急事態宣言解除後、飲食や宿泊など外出関連業種を含め、経済活動の再
開が進む中、オミクロン株による感染も広がりを見せています。先行きに注目しながら一日も早い生活の回復・安定が強
く望まれます。 
さて、令和３年度、当組合は、これまでの “除雪収益頼み ”といった感の強い経営体質を改善する試みとして、当
地域では積雪で山仕事ができない春先と年末、安曇野市の穂高・明科地籍の森林整備を事業連携し、実施いたしました。 
また、組合員の皆様からの受託事業は、森林環境譲与税を原資に各市町村からの嵩上げ補助を受けて実施し、委託
者へもより有利な還元ができました。
国有林整備事業や利用事業室の業務も順調なことなどにより、計画を上回る決算を見込んでおります。ご支援、ご協
力いただいた組合員の皆様、関係各位に改めて心より御礼申し上げます。
長い間、低迷状態の木材価格は、コロナ禍に関連した外国の住宅需要の高まり等により“ウッドショック”を引き起こ

しました。 当地域においても、スギ、カラマツを中心に高値が続き、特に品不足は深刻な問題となっています。 国内の
住宅建築事情がこれをきっかけに国産材活用へと緩やかにシフトできるよう、広範な業種の連携した取り組みが求められ
ます。 
今年は、森林組合系統運動方針「JForest 北信州森林組合ビジョン2030 」がスタートします。林業関連団体等の
協同の方針に沿って、当組合の独自性を盛り込むため、現在検討を進めています。新たな森林管理制度の主体となる
市町村との連携・協力体制や、森林組合法改正に伴う経営の強化体制など新しい課題も盛り込んだ 10か年計画です。
4月の通常総代会で提案、お認めいただいたうえでのスタートとなります。
当組合は、平成 13 年の合併以来、大勢の皆様に支えられ、20 周年を迎えました。4月には、記念式典及び記念誌
発刊を予定し、準備を進めています。
今年も役職員一同、一生懸命頑張りますので、組合員の皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。　
本年が平穏な1年でありますよう、また、皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げ、挨拶といたします。
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記
念
誌
「
20
年
の
あ
ゆ
み
」
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
12
月
ま
で
に
11

回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
、
編
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
容
が

固
ま
り
、
３
月
完
成
を
目
指
し
て
校
正
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
体
で

97
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

発
刊
の
こ
と
ば
・ 

発
刊
を
祝
し
て 

15
ペ
ー
ジ

序
章　

位
置
と
風
土　

組
合
の
概
要 

３
ペ
ー
ジ

第
１
章　

20
年
間
の
あ
ゆ
み 

46
ペ
ー
ジ

第
２
章　

主
要
事
業
の
概
要 

14
ペ
ー
ジ

第
３
章　

思
い
出
編 

２
ペ
ー
ジ

第
４
章　

記
念
式
典 
 

３
ペ
ー
ジ

第
５
章　

資
料
編 

13
ペ
ー
ジ

編
集
後
記 

１
ペ
ー
ジ

　　

記
念
品
と
合
わ
せ
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

４
月
23
日 (

土) 

に
飯
山
市
文
化
交
流
館

「
な
ち
ゅ
ら
」
で
通
常
総
代
会
に
引
続
き
、

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

式
典
に
は
、
国
・
県
・
市
町
村
、
林
業
団

体
、
取
引
先
、
協
力
業
者
、
組
合
員
で
は
総

代
の
他
、
事
業
量
の
多
い
組
合
員
や
、
大
口

出
資
者
な
ど
を
招
待
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

式
典
後
に
は
、
野
沢
温
泉
村
出
身
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
西
方
仁
也
氏
の
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
記
念
講
演
に
つ
い

て
は
、
招
待
者
の
出
席
と
な
り
ま
す
。

式
典
及
び
記
念
講
演
は
大
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
が
、
小
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
記
念

講
演
の
ラ
イ
ブ
視
聴
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

設立20周年記念事業について
・・・・・・　令和３年12月１日に組合設立20周年となりました　・・・・・・

記念式典の概要

記念式典当日のスケジュール
13：00～　第 21回通常総代会受付
13：30～　第 21回通常総代会
15：00～　設立20周年記念式典
16：00～　記念講演
　　　　　　　　※小ホールにて LIVE 視聴を予定
　　　　　　　　　 先着順とさせていただきます。

※コロナ感染状況により、変更することがあります。 「第１章　20年間のあゆみ」の紹介

３
月
完
成
を
目
指
し
記
念
誌
制
作
中
で
す

記
念
式
典
を
「
な
ち
ゅ
ら
」
で
開
催
し
ま
す

西
方
仁
也
氏
の
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
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３
月
に
松
本
広
域
森
林
組
合
か
ら
、
安
曇
野
市
明
科
地
区
の
ア
カ
マ
ツ
林
の
樹
種
転
換

事
業
を
請
負
っ
た
こ
と
か
ら
、
冬
季
事
業
に
移
行
す
る
11
月
12
月
に
、
再
び
樹
種
転
換
事

業
を
請
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

冬
季
事
業
へ
の
移
行
す
る
期
間
に
あ
っ
て
は
、
管
内
で
は
大
雪
と
な
っ
て
春
ま
で
重
機
や

資
材
が
運
び
出
せ
な
く
な
る
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
常
に
撤
退
を
意
識

し
た
中
で
の
作
業
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
信
方
面
で
は
、
当
地
と
は
違
い
、
そ
う
し
た
大
雪
の
心
配
も
な
く
、
冬
季
事
業
が
本

格
化
す
る
ま
で
の
間
、
集
中
し
て
作
業
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

中
信
地
区
で
は
、
松
枯
れ
被
害
が
広
範
囲
に
あ
り
、
ま
た
、
労
働
力
や
重
機
な
ど
の
課

題
も
あ
り
、
松
枯
れ
被
害
対
策
事
業
の
遂
行
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
当
組
合
で
は
、
積
雪
に
よ
り
森
林
整
備
事
業
に
入
れ
な
い
、
春
先
や

冬
季
事
業
へ
の
移
行
期
間
で
の
協
力
が
可
能
で
あ
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
長
野
県
森

林
組
合
連
合
会
な
ど
を
通
じ
て
、
松
本
広
域
森
林
組
合
と
の
事
業
連
携
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
従
来
事
業
が
手
薄
と
な
る
時
期
に
、
無
駄
な
く
作
業
が
で
き
、
高

性
能
林
業
機
械
の
稼
働
時
間
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
組
合
運
営
に
と
っ
て
も
、
た
い
へ
ん

良
好
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遠
方
へ
の
通
勤
と
な
る
た
め
、
運
転
を
行
う
者
の
健
康
状
況
な
ど
配
慮
し
な
が
ら
、
安

全
な
作
業
が
行
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

立
木
の
形
状
が
真
っ
直
ぐ
だ
っ
た
り
、
現
場
状
況
も
当
地
よ
り
も
良
い
こ
と
か
ら
、
当

組
合
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
林
産
作
業
技
術
が
存
分
に
発
揮
で
き
て
、
よ
い
仕
事
を
提

供
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

プロセッサでの造材作業

グラップルでの集積作業

生産したアカマツ材

木材生産作業の跡、この後に地拵え作業を行います。

松
本
広
域
森
林
組
合
と
の
事
業
連
携



5

一
茶
の
散
歩
道
周
辺
整
備
を
行
う
た
め
の
講
習
会

10
月
26
日
に
湯
田
中
地
区
里
山
整
備
利
用
推
進
協
議
会
の
依
頼
で
、
刈
払
機
の
安
全
作

業
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
湯
田
中
地
区
で
令
和
元
年
に
里
山
整
備
利
用
地
域
認
定
を
受

け
、
一
茶
の
散
歩
道
周
辺
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合
で
は
、
協
議
会
か
ら
の
依

頼
で
、
毎
年
刈
払
作
業
と
伐
採
作
業
の
安
全
指
導
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
も
刈
払
作
業
の
安
全
講
習
会
の
講
師
と
し
て
２
名
を
派
遣
し
、
安
全
作
業
の
指
導

を
行
い
、
27
日
か
ら
は
伐
採
作
業
の
技
術
指
導
を
３
日
間
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ケ
ガ
も
な
く
作
業
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
里
山
整
備
利
用
地
域
へ
の
、
森
林
税
の
補
助
で
行
わ
れ
た
事
業
で
す
が
、

湯
田
中
地
区
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
一
茶
の
散
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

８
月
４
日
と
10
月
６
日
に
、
業
務
委
員
会
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
は
飯
山
市
の
搬
出
間
伐
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
10

月
に
は
野
沢
温
泉
村
の
搬
出
間
伐
現
場
と
支
障
木
伐
採
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。

機
械
の
点
検
簿
や
作
業
者
間
の
連
絡
方
法
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

支
障
木
伐
採
で
は
、
作
業
を
初
め
て
見
る
者
も
多
く
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
現
場
は
、
道
も
狭
く
、
大
型
の
機
械

も
使
え
な
か
っ
た
り
、
斜
面
で
の
作
業
で
あ
っ
た
り
と
、
制
約
さ
れ
た
中
で

の
作
業
で
し
た
。

安
全
に
は
配
慮
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
見
る
人
が
違
う
こ
と
で
、

見
落
と
し
て
い
た
安
全
課
題
も
出
て
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
よ
り
安
全
作
業
向
上
の
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

役員安全パトロールを実施

刈払機の安全作業講習会

飯山市の現場で造材作業を確認

野沢温泉村の現場で班長から説明を受ける

刈払い作業の実践研修

湯
田
中
地
区
で
刈
払
機
安
全
作
業
指
導
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８
月
31
日
に
、長
野
県
議
会
の
会
派
「
改
革
・
創
造
み
ら
い
」
の
皆
さ
ん
が
、ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
に
関
し
て
当
組
合
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
代
表
代
行
の
荒
井
武
志
さ
ん
、
幹
事
長
の
小

林
東
一
郎
さ
ん
、
幹
事
長
代
理
の
埋
橋
茂
人
さ
ん
、
副
幹
事
長
の
続
木
幹
夫
さ
ん
、
副
幹

事
長
の
中
川
博
司
さ
ん
の
５
名
が
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
当
組
合
へ
の
影
響
に
つ
い
て
聞
き
取
り
さ
れ
ま
し
た
。
丸
太
価

格
に
つ
い
て
は
、
値
上
が
り
は
し
て
い
る
も
の
の
、
建
築
現
場
で
の
製
品
価
格
ほ
ど
の
価

格
上
昇
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
流
通
面
で
は
需
要
が
増
加
し
て
い
る
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

当
組
合
か
ら
は
、
木

材
生
産
を
拡
大
し
、
森

林
整
備
を
進
め
る
た
め

の
、
林
道
等
の
路
網
整
備

等
な
ど
基
盤
整
備
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
境
界
明
確
化

を
行
っ
た
森
林
に
つ
い

て
、
そ
の
こ
と
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
排
出
権
取

引
制
度
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
が
増
加
し
た
時
期

で
も
あ
り
、
個
々
に
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
な

ど
、
感
染
防
止
対
策
を

施
し
た
中
で
の
対
応
と
な

り
ま
し
た
。

建
築
家
の
隈
研
吾
氏
を
招
い
て
「
な
ち
ゅ
ら
」
で
開
催

阿
部
知
事
が
会
長
を
務
め
る
「
日
本
み
ど
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

協
議
会
」
が
主
催
す
る
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
！ 

こ
れ
か
ら
の

木
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
が
10
月
21
日
に
飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ

ら
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
な
ち
ゅ
ら
」
を
設
計
し
た
隈
研
吾
氏
の
ほ
か
、
林
野
庁
木
材
利
用

課
の
小
木
曽
純
子
氏
、
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材
流
通
協
同
組
合
の
鈴
木

信
哉
氏
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ヨ
エ
ン
ス
ー
の
テ
ィ
モ
・
タ
ー
バ

ナ
イ
ネ
ン
氏
な
ど
に
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
、
長
野
県
の
元
林
務
部
長
で
森
林
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
山
﨑
明
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
木
材
利
用
や
人
づ
く
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
林
業
関
係
者
や
木
材
関
係
者
な
ど
、

会
場
１
５
０
名
、
リ
モ
ー
ト
２
０
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
当
組
合
か

ら
は
役
職
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

WOOD CHANGE！
これからの木材活用セミナー

組合長、参事、業務課長代理で対応しました。

隈研吾氏の講演

長
野
県
議
会
会
派
「
改
革
・
創
造
み
ら
い
」
が
視
察
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林
野
庁
か
ら
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
に
委
託
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

「
未
来
の
林
業
を
支
え
る
後
継
者
育
成
事
業
」
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、
北
信
州

の
森
林
と
家
を
つ
な
ぐ
会
か
ら
委
託
さ
れ
下
高
井
農
林
高
校
生
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
時
間
の
か
か
る
移
動
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
に
近
い
範
囲
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

３
年
生
は
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
の
森
林
活
用
コ
ー
ス
を
対
象
に
高
性
能
林
業
機
械
操

作
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
高
性
能
林
業
機
械
研
修
で
は
、
搬
出

間
伐
現
場
で
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
の
枝
払
い
造
材
作
業
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ
へ
の
丸
太
の
積
込
み
と
荷

下
ろ
し
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
実
践
体
験
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
の
指
導
に

従
い
慎
重
に
操
作
を
し
て
い
ま
し
た
。

２
年
生
は
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
を
対
象
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
操
縦
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
木
島
平
村
の
支
援
も
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン
も
３
台
使
用
し
ま
し

た
の
で
、
昨
年
よ
り
も
長
時
間
の
操
縦
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
手
慣
れ
た
生
徒
も
い
て
、

指
導
す
る
職
員
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
の
伐
採
か
ら
始
ま
っ
た
中
野
市
立
高
社
中
学
校
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
に
お
い
て
、
完
成
し
た
ベ
ン
チ
を
中
野
市
へ
寄
付
し
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
９
月
30
日
に
中
学
校
に
湯
本
市
長
を
迎
え
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
徒
か
ら
完
成
ま
で
の
経
過
説
明
を
し
て
、
市
に
ベ
ン
チ
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
当
面
は
市
民
体
育
館
で
使
用
し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
工
事
完
了
後
に
市
民
会
館
で
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
徒
達
が
ベ
ン
チ
と
一
緒
に
製
作
し
ま
し
た
、
木
工
品
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

に
販
売
し
た
売
上
で
、
サ
ク
ラ
苗
木
４
本
を
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
内
の
２
本
は
、
生
徒
達
か
ら
高
社
小
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
12
月
10

日
に
小
学
校
で
贈
呈
式
を
行
い
、
組
合
職
員
の
指
導
で
生
徒
達
が
苗
木
を

植
栽
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
校
に
戻
っ
て
か
ら
、
校
庭
に
残
り
の
サ

ク
ラ
２
本
を
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
伐
採
し
、
製
材
、
そ
し
て
製
品
を

作
り
、
販
売
し
、
そ
の
売
上
で
木
を
植
え
る
と
い
う
、
生
徒
達
が
希
望
し

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
が
完
結
し
ま
し
た
。

高性能林業機械研修

市長を囲んで記念撮影

ドローン操作研修

中学校の植栽後に記念撮影

下高井農林高校生にインターンシップ

高
社
中
学
校
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
が
完
結
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編集後記
高校、中学校、小学校と学習の

お手伝いをさせていただきました。

森林組合は、地域での林業の専門

家ですので、こうしたことを通じ

て、広く林業や木材への理解が広

まることを望んでおります。

今
年
も
、
中
野
市
立
高
社
小
学
校
か
ら
木
工
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
６
回
で

行
う
と
い
う
こ
と
で
、
女
子
児
童
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
２
回
目
ま

で
で
板
を
切
る
作
業
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
あ
り
、３
回
目
ま
で
３
ヵ

月
間
あ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
３
回
目
か
ら
板
を
組
み
合
わ
せ
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
板
が
乾
燥

し
す
ぎ
た
た
め
か
割
れ
が
続
発
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
割
れ
を
補
強
す
る
た
め
に
、
キ
コ

リ
時
計
工
房
さ
ん
か
ら
薄
め
の
端
板
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
巣
箱
内
側
か
ら
板
の
補
強
を
行
い
ま
し
た
。

割
れ
な
ど
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
後
は
外
側
に
塗
装
を
し
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
子
供
た
ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
巣
箱
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。
春
に
は
、
自
宅
の
庭
木
な
ど
に
か
け

る
と
い
う
こ
と
で
、
小
鳥
が
中
で
子
育
て
を
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
野
市
立
中
野
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
、
６
年
１
組
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
学
習
の
講
師
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
組
合
の
紹
介
か
ら
、
木
を
伐
っ
て
山
か
ら
丸
太
を
生
産
す

る
工
程
等
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

特
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
間
伐
で
は
、
間
伐
す
る
こ
と
で
、
残
っ

た
木
が
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
成
長
す
る
こ
と
。
伐
っ
た
木
を
、

木
材
と
し
て
利
用
し
て
家
や
家
具
な
ど
に
な
る
こ
と
で
、
木
が
吸

収
し
た
二
酸
化
炭
素
が
、
長
期
間
留
ま
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
も
、た
い
へ
ん
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
習
に
よ
り
、
木
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

中野小でのSDGｓ学習

学校に展示された巣箱

高
社
小
学
校
の
木
工
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
行
い
ま
し
た

中
野
小
学
校
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習




